
田中宏教授略歴

田
中
宏
教
授
略
歴

一
九
三
八
年
二
月
　
　
日

学
歴

一
九
六
二
年
三
月

一
九
六
四
年
三
月

一
九
六
七
年
三
月

一
九
九
〇
年

神
奈
川
県
生
れ

慶
鷹
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同
博
士
課
程
修
了

経
済
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）

職
歴

一
九
六
七
年
四
月

一
九
七
〇
年
四
月

一
九
七
四
年
四
月

一
九
八
二
年
四
月

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

同
専
任
講
師

同
助
教
授

同
教
授

　
所
属
学
会

日
本
経
済
学
会
、

公
共
選
揮
学
会
、
国
際
政
治
学
会
、
日
本
政
治
学
会
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田
中
宏
教
授
主
要
業
績

　
著
編
書

『
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
』
（
単
編
訳
）

『
政
治
学
の
方
法
と
ア
プ
ロ
ー
チ
』
（
共
著
）

『
国
家
と
権
力
の
経
済
理
論
』
（
単
著
）

『
国
家
の
解
剖
学
』
（
共
著
）

『
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
（
共
編
著
）

『
マ
ク
ロ
経
済
学
入
門
講
義
』
（
単
著
）

　
　
　
　
　
　
学
文
社

　
　
　
　
　
学
陽
書
房

慶
磨
義
塾
大
学
出
版
会

　
　
　
　
日
本
評
論
社

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

一
九
七
八
年

一
九
八
四
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
六
年

一
九
九
八
年

二
〇
〇
二
年

　
論
文

「
体
化
さ
れ
た
技
術
進
歩
に
関
す
る
諸
論
点
」

「
有
効
需
要
、
過
剰
設
備
お
よ
び
物
価
水
準
」

「
有
効
需
要
、
過
剰
設
備
お
よ
び
物
価
水
準

「
ア
メ
リ
カ
貿
易
政
策
の
規
定
因
」

「
有
効
需
要
と
資
本
設
備
」

「
遊
休
設
備
、
失
業
お
よ
び
異
質
的
資
本
財
」

「
新
古
典
派
的
投
資
理
論
に
つ
い
て
」

「
代
議
制
民
主
主
義
と
情
報
の
コ
ス
ト
」

訂
正
と
補
充
」

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
五
九
巻
八
号

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
六
一
巻
二
号

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
六
三
巻
三
号

藤
原
博
士
記
念
論
文
集
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
五
巻
三
号

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
六
七
巻
五
号

　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
七
〇
巻
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
三
巻
九
号

一
九
六
六
年

一
九
六
八
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年

一
九
七
七
年

一
九
八
O
年
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「
競
争
的
民
主
主
義
に
お
け
る
機
能
不
全
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
四
巻
六
号
　
一
九
八
一
年

「
市
場
機
構
に
よ
る
最
小
国
家
生
成
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
五
巻
一
号
　
一
九
八
二
年

「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
失
業
」
　
　
　
　
　
　
　
　
大
熊
一
郎
・
伊
達
邦
春
編
『
理
論
経
済
学
』
青
林
書
院
新
社
　
一
九
八
三
年

「
規
範
政
治
学
の
基
礎
　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
レ
ン
マ
と
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
　
法
学
部
政
治
学
関
係
　
一
九
八
三
年

「
合
理
的
選
揮
と
政
治
理
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
八
巻
一
〇
号
　
一
九
八
三
年

．
．
↓
≦
o
＜
凶
①
≦
ω
o
貼
9
0
国
ヨ
①
鑛
窪
8
0
脇
9
0
三
一
巳
∋
巴
ω
㌶
冨
一
↓
箒
冒
＜
一
ω
ぎ
一
〇
＝
響
α
国
巻
一
き
蝉
二
〇
⇒
＜
．
ω

　
↓
箒
ω
o
o
巨
O
o
日
轟
9
↓
箒
o
曙
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
竃
o
～
ミ
§
ミ
騒
、
ミ
ミ
参
Z
o
ひ
」
O
o。
“
。

．
．
↓
○
≦
餌
こ
ω
鋤
Z
o
目
ヨ
簿
貯
①
℃
o
一
三
〇
巴
↓
冨
o
蔓
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
ミ
ミ
魯
O
ぎ
魯
軸
G
o
ミ
ミ
塁
曽
Z
o
。
o。
」
O
o。
①
。

「
強
制
力
と
比
較
優
位
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
〇
巻
四
号
　
一
九
八
七
年

「
強
制
力
と
差
別
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
一
巻
一
号
　
一
九
八
八
年

「
国
家
と
政
治
ー
選
揮
理
論
に
よ
る
分
析
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
一
巻
五
号
　
一
九
八
八
年

．
．
問
o
皿
昌
3
諏
o
コ
ω
o
剛
帥
Z
o
『
ヨ
讐
一
く
Φ
℃
〇
一
一
鉱
o
巴
↓
冨
o
身
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
竃
o
～
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ら
G
。
）
Z
o
。
9
一
〇
〇〇
〇〇
’

．
、
℃
o
毛
震
＞
ω
匡
鋤
臥
ヨ
一
N
ぎ
ぬ
ゆ
魯
餌
＜
一
〇
『
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
o
罫
ミ
凡
ミ
ミ
し
り
亀
§
R
）
Z
ρ
G。
“
」
O
o。
P

「
国
家
の
理
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
学
会
雑
誌
』
八
四
巻
一
号
　
一
九
九
一
年

「
最
適
国
家
の
理
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
五
巻
七
号
　
一
九
九
二
年

「
共
同
体
と
権
力
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
八
巻
一
号
　
一
九
九
五
年

「
政
府
の
役
割
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
六
九
巻
二
一
号
　
一
九
九
六
年

．
．
『
8
同
ヨ
餌
二
〇
p
ヨ
自
器
ロ
8
き
α
O
①
目
o
R
碧
『
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
竃
◎
～
ミ
ミ
ミ
象
、
ミ
§
含
Z
o
」
ρ
一
〇
8
9

「
囚
人
の
デ
ィ
レ
ン
マ
・
誰
が
猫
の
頸
に
鈴
を
つ
け
る
の
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
七
二
巻
九
号
　
一
九
九
九
年

「
国
家
の
生
成
と
崩
壊
ー
ホ
ッ
ブ
ス
理
論
の
国
際
政
治
へ
の
拡
張
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
七
三
巻
二
号
　
二
〇
〇
〇
年
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